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まえがき 

アマテル神が選定したフトマニの１２８番中２番の「アハラ」の意味について、  

ホツマツタヱ全文を通じて 下記のように解説文を作成しましたので ご覧下さい。 

 

１２８番中２番 

本文 

     

  

     

  

 

 

直訳文 

天原 

天の原は 神の集 

つまる  人の原  為付（しつ） 

くに業の 道ぞ生 

みける 

 

解説の補足 

シツクニを「シヅクニ」とするか、

「シツクニ」するかにより訳が、下記の

ように違って来る。 

シヅクニ・・・滴に 

シツクニ・・・為付くに 

 

（原本） 

シツクニと記述されている。 

 

 

解説 

天原 

古代の政庁である天の原は、ハラミ山

の南麓にあり、アマカミ（天神）を初め

各地より八百万神の集つまる所でありま

した。 

 

その天の原の都には、日本の各地より

大勢の神（八百神）が押し寄せて来て、

恰も国神の人の原の様相を呈しておりま

した。 

 

その国神の中には、政ことに為付く

（為慣れる：慣れて熟達する。）ように

なり、トミ（臣）となってアマカミ（天

神）を助けるものも現れて来ました。 

 

このように政務に励むことこそが業の

道でもあり、政りことの道ぞ。また、優

秀なトミ（臣）も生みける（育てること

ができます。） 

（おわり） 


